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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間への棚板
の取付構造において、
　両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上下方向に形成して、この奥幅
広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介して、取付用ねじをねじ座に
螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに、ブラケットを、支柱の対向
面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部より、それぞれ左右方向の内
方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状に形成し、かつ左右のブラケ
ットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を固定して、上下の棚板間に収
容空間を形成するものとし、ブラケットの前後方向の長さを、左右のブラケットの下片に
両端部が固定される下部棚板の前後方向の長さとほぼ同一として、上下の棚板間の収容空
間の左右側方を閉塞したことを特徴とする棚板の取付構造。
【請求項２】
　オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間への棚板
の取付構造において、
　両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上下方向に形成して、この奥幅
広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介して、取付用ねじをねじ座に
螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに、ブラケットを、支柱の対向
面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部より、それぞれ左右方向の内
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方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状に形成し、かつ左右のブラケ
ットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を固定して、上下の棚板間に収
容空間を形成するものとし、ねじ座に、位置決め用ねじを螺合するためのねじ孔を設け、
このねじ孔に螺合した位置決め用ねじの遊端を、支柱における奥幅広溝の底部に圧接する
とともに、奥幅広溝内に挿入したねじ座を、奥幅広溝における狭められた開口部を形成す
る左右の開口舌片に内側から圧接させて、ねじ座を仮固定することにより、このねじ座に
取付けられるブラケットの取付けの位置決めを可能とするようにしたことを特徴とする棚
板の取付構造。
【請求項３】
　オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間への棚板
の取付構造において、
　両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上下方向に形成して、この奥幅
広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介して、取付用ねじをねじ座に
螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに、ブラケットを、支柱の対向
面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部より、それぞれ左右方向の内
方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状に形成し、かつ左右のブラケ
ットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を固定して、上下の棚板間に収
容空間を形成するものとし、ブラケットにおける基部の前後方向の中央部に、左右方向の
外方に向かって膨出し、上下方向に開口することにより、配線空間として使用しうるよう
にした膨出部を設けたことを特徴とする棚板の取付構造。
【請求項４】
　ブラケットにおける基部に、左右方向の外方に向かう係合突起を設けるとともに、この
係合突片を奥幅広溝内に係合させることにより、ブラケットの前後方向のずれを防止する
ようにしたことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の棚板の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱
間に、パソコン等の収容空間を確保しつつ、棚板を取付けうるようにした棚板の取付構造
、およびこの棚板を備える什器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オフィスやナースステーション等の執務空間にて使用される什器においては、支柱間に
棚板を架設して利用する場合がある。この場合、支柱にねじ孔もしくは係合孔を形成して
おき、ブラケットに設けられた挿通孔を介して取付ねじをねじ孔に螺合したり、ブラケッ
トに形成した係合爪を、前記係合孔に係合したりすることによってブラケットを固定し、
その上部に棚板を固着することによって、支柱間に棚板を取付けることが一般的であった
。
【０００３】
　しかし、上記の方法によると、棚板を取外した際に、支柱に設けられた複数の被係止部
が外部に露呈することとなり、加工に手間が掛かるだけでなく、体裁が悪くなるという問
題があった。
【０００４】
　また、支柱に上下方向に延びる開口部より奥部が幅広の魚尾状溝を形成し、この魚尾状
溝内に配置したねじ座のねじ孔に、ブラケットに穿設された挿通孔を介して取付ねじを螺
合し、魚尾状溝の縁部をねじ座とブラケットで挟持することによって、ブラケットを固着
し、その上部に棚板を固着する方法が考案されている（たとえば、特許文献１）。
【０００５】
　しかし、この方法は、２枚の棚板を上下に所定の寸法離間して設置したい場合には、各
棚板に対して１対のブラケットをそれぞれ用いなければならず、コストおよび比較的多く
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の作業工程を要するだけでなく、体裁も良くないという問題を有している。
【特許文献１】特開２００５－１３１１３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記の従来技術の問題点に鑑み、左右の支柱間に、パソコン等の収容空間を
確保しつつ、２つの棚板を取付けることが簡単にできるようにするとともに、低コストで
あり、かつ体裁の良い棚板の取付構造、およびこの棚板を備えるナースステーション等用
の什器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題は、特許請求の範囲における各請求項に示すように、下記の構成を備える発明
によって解決される。
　(１)　 オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間
への棚板の取付構造において、両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上
下方向に形成して、この奥幅広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介
して、取付用ねじをねじ座に螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに
、ブラケットを、支柱の対向面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部
より、それぞれ左右方向の内方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状
に形成し、かつ左右のブラケットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を
固定して、上下の棚板間に収容空間を形成するものとし、ブラケットの前後方向の長さを
、左右のブラケットの下片に両端部が固定される下部棚板の前後方向の長さとほぼ同一と
して、上下の棚板間の収容空間の左右側方を閉塞する。
【０００８】
　(２)　オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間へ
の棚板の取付構造において、両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上下
方向に形成して、この奥幅広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介し
て、取付用ねじをねじ座に螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに、
ブラケットを、支柱の対向面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部よ
り、それぞれ左右方向の内方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状に
形成し、かつ左右のブラケットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を固
定して、上下の棚板間に収容空間を形成するものとし、ねじ座に、位置決め用ねじを螺合
するためのねじ孔を設け、このねじ孔に螺合した位置決め用ねじの遊端を、支柱における
奥幅広溝の底部に圧接するとともに、奥幅広溝内に挿入したねじ座を、奥幅広溝における
狭められた開口部を形成する左右の開口舌片に内側から圧接させて、ねじ座を仮固定する
ことにより、このねじ座に取付けられるブラケットの取付けの位置決めを可能とするよう
にする。
【０００９】
　(３)　オフィスやナースステーション等で使用される什器における左右１対の支柱間へ
の棚板の取付構造において、両支柱の対向面に、開口部より奥部が幅広の奥幅広溝を上下
方向に形成して、この奥幅広溝内にねじ座を挿入し、ブラケットに穿設した挿通孔を介し
て、取付用ねじをねじ座に螺合することにより、ブラケットを支柱に固定するとともに、
ブラケットを、支柱の対向面と平行をなし、前後方向に延びる基部と、基部の上下端部よ
り、それぞれ左右方向の内方に向けて連設した上下片とによって、正面視内向きコ字状に
形成し、かつ左右のブラケットにおける上片および下片に、それぞれ棚板の左右端部を固
定して、上下の棚板間に収容空間を形成するものとし、ブラケットにおける基部の前後方
向の中央部に、左右方向の外方に向かって膨出し、上下方向に開口することにより、配線
空間として使用しうるようにした膨出部を設ける。
【００１０】
　(４)　上記(１)項～(３)項のいずれかにおいて、ブラケットにおける基部に、左右方向
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の外方に向かう係合突起を設けるとともに、この係合突片を奥幅広溝内に係合させること
により、ブラケットの前後方向のずれを防止するようにする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、次のような効果が奏せられる。
　請求項１記載の発明によれば、ブラケットにおける上下片に、上下の棚板の両端を固定
するだけで、パソコン等の収容空間を容易に確保することができるとともに、１つのブラ
ケットで上下の棚板を支持することができるため、構造が簡単で低コストであり、かつ、
支柱に係合孔やねじ孔を設ける必要はなく、ねじが外部に露出せず、体裁も良好である。
　また、上下の棚板の間隔を保ちながら、容易に所望の高さ位置に取付けることができる
。
【００１２】
　また、上下の棚板間の空間内に収容したパソコン等が側方から見えず、体裁が良い。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、ブラケットの取付けの位置決めが容易にできるため、組
立て時の作業性や、高さ位置の変更が容易である。
【００１４】
　請求項３記載の発明によれば、棚板の上方と下方間の配線を容易に行うことができる。
【００１５】
　請求項４記載の発明によれば、棚板が、前後方向に位置ずれすることなく安定して支持
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１は、本発明の棚板の取付構造を有する什器の一実施形態を示す斜視図、図２は、要
部を分解して示した図１に示す什器の斜視図、図３は、図２における破線円III内の拡大
分解斜視図、図４は、図１におけるIV～IV線断面図である。
【００１７】
　図１に示す什器(１)は、前後方向を向く左右１対の脚台(２)(２)上に、それぞれ脚柱(
３)(３)を立設し、この脚柱(３)(３)に、天井近くまで延びる支柱(４)(４)を連結し、こ
の左右１対の支柱(４)(４)の上端部間に、横連結杆(５)を架設して形成されている。
【００１８】
　天板(８)の上方において、左右の支柱(４)(４)間には、支持ビーム(12)が架設され、こ
の支持ビーム(12)の前面には、モニター機器(13)が取付けられている。
【００１９】
　脚柱(３)(３)間には、コンセントボックス(６)が設けられ、その上方には、左右の支柱
(４)(４)に取付けられたブラケット(７)(７)を介して、上下２枚の棚板(８)(９)が取付け
られている。上部の棚板(８)は、天板として設計されており、この天板(８)と、下部の棚
板(９)（以下、単に「棚板」という）間は、パソコン(10)などを収容しうる収容空間(11)
となっている。
【００２０】
　図３，図４に示すように、支柱(４)は、角管における４つの各側面(14)に、開口部(15)
よりも奥部(16)が幅広の上下方向の奥幅広溝、本実施形態では特に魚尾状溝(17)を設けて
形成されている。
【００２１】
　ブラケット(７)は、支柱(４)の対向面と平行をなし、前後方向に延びる基部(18)と、こ
の基部(18)の上下端部より、それぞれ内側方に向けて連設された上下片(19)(20)とによっ
て、正面視内向きコ字状に形成されている。
【００２２】
　基部(18)の前後方向の中央部には、外側方に向かって平面視台形状に膨出し、上下方向
に開口する膨出部(21)が設けられている。この膨出部(21)の上下方向の開口(21b)を利用
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して、容易に、かつ体裁よく配線を行うことができる。膨出部(21)における支柱(４)と平
行をなす取付片(21a)の上下端近傍には、挿通孔(21c)(21c)が設けられている。
【００２３】
　一方、支柱(４)の魚尾状溝(17)内には、上下方向に長手のねじ座(22)が挿入されている
。ねじ座(22)の上下端近傍には、取付用のねじ孔(22a)(22a)が設けられている。この上下
の取付用のねじ孔(22a)(22a)間には、位置決め用のねじ孔(22b)が設けられている。
【００２４】
　この位置決め用のねじ孔(22b)に、位置決め用ねじ(23)を螺合し、その先端(23a)を支柱
(４)の魚尾状溝(17)における底部(17a)に圧接するとともに、ねじ座(22)を、魚尾状溝(17
)における狭められた開口部(15)を形成する左右の開口舌片(15a)(15a)に内側から圧接さ
せることにより、ねじ座(22)を仮固定して、上下方向の位置決めをなしうるようになって
いる。
【００２５】
　このようにして位置決めしたねじ座(22)の上下の取付用のねじ孔(22a)(22a)に、それぞ
れ取付用ねじ(24)(24)を、ブラケット(７)における取付片(21a)の挿通孔(21c)(21c)を介
して螺合し、取付片(21a)とねじ座(22)の両者をもって、支柱(４)における開口部(15)の
左右の開口舌片(15a)(15a)を挟持することにより、ブラケット(７)を支柱(４)に取付けて
ある。
【００２６】
　なお、ブラケット(７)における取付片(21a)には、外側方に向かう係合突起(25)が設け
られており、この係合突起(25)を魚尾状溝(17)内に係合させて、ブラケット(７)の前後方
向のずれを防止するようにしてある。
【００２７】
　左右のブラケット(７)(７)における上片(19)には天板(８)、下片(20)には棚板(９)のそ
れぞれの左右端部が固定される。
【００２８】
　天板(８)の左右端における前後方向の中央には、半円弧状の切欠き(8a)(8a)が設けられ
ている。この切欠き(8a)(8a)を、左右の支柱(４)(４)に嵌合して、左右のブラケット(７)
(７)の上片(19)(19)上に載置したのち、止めねじ(26)(26)を、上片(19)に穿設した通孔(1
9a)を介して、天板(８)の裏面に設けたねじ孔（18b）に螺合することにより、天板(８)は
ブラケット(７)に取付けられている。
【００２９】
　天板(８)の左右端の切欠き(8a)(8a)と支柱(４)間には、三日月状の間隙(27)が残されて
おり、この間隙(27)は、ブラケット(７)の膨出部(21)における上下方向の開口(21b)と連
通しており、配線に利用しうるようになっている。
【００３０】
　棚板(９)も同様にして、その左右端を、左右のブラケット(７)(７)の下片(20)(20)上に
載置したのち、止めねじ(27)(27)を、下片(20)に穿設した通孔(20a)を介して、棚板(９)
に設けたねじ孔(9a)に螺合することにより、ブラケット(７)に取付けられている。天板(
８)と棚板(９)間には、ブラケット(７)の上下方向の幅から棚板の厚み分小さい寸法と、
ほぼ同一の上下間隔を有する収容空間(11)が形成されており、パソコン(10)等を収容しう
るようになっている。
【００３１】
　ブラケット(７)の前後方向の長さを、棚板(９)の前後方向の長さとほぼ同一として、前
記収容空間(11)の左右側方を閉塞してある。
【００３２】
　図５は、図１におけるＶ～Ｖ線断面図である。
　図５に示すように、左右の角管状の支柱(４)(４)における４つの各側面(14)には、配線
ダクト(28)が添設されている。配線ダクト(28)は、上下方向に延びる基板(28a)の両側縁
を斜め外側へ向かって折り曲げた後、両遊端(28b)(28b)が近接する弧状片(28c)(28c)を連
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設するとともに、基板(28a)の内側面に、外向きの係止爪(28d)(28d)を有する１対の上下
方向の係止片(28e)(28e)を設け、かつ基板(28a)の外側面の中央に、上下方向の突起片(28
f)を設けて形成されている。
【００３３】
　この配線ダクト(28)は、その基板(28a)の外側面に設けられた１対の係止片(28e)(28e)
を、支柱(４)の側面(14)における開口部が挟められた魚尾状溝(17)に係合させて、支柱(
４)に着脱可能に添設されている。
【００３４】
　左右の支柱(４)(４)の上端部間に架設した横連結杆(５)には、天井等から電源用の配線
を支持するための配線受け(29)が取付けられている。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の棚板の取付構造を有する什器の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１に示す什器の要部分解斜視図である。
【図３】図２における破線円III内の拡大分解斜視図である。
【図４】図１におけるIV～IV線断面図である。
【図５】図１におけるＶ～Ｖ線断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　(１)什器
　(２)脚台
　(３)脚柱
　(４)支柱
　(５)横連結杆
　(６)コンセントボックス
　(７)ブラケット
　(８)天板（棚板）
　(8a)切欠き
　(8b)ねじ孔
　(９)棚板
　(9a)ねじ孔
　(10)パソコン
　(11)収容空間
　(12)支持ビーム
　(13)モニター機器
　(14)側面
　(15)開口部
　(15a)開口舌片
　(16)奥部
　(17)魚尾状溝（奥幅広溝）
　(17a)底部
　(18)基部
　(19)上片
　(19a)通孔
　(20)下片
　(20a)通孔
　(21)膨出部
　(21a)取付片
　(21b)開口
　(21c)挿通孔
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　(22)ねじ座
　(22a)(22b)ねじ孔
　(23)位置決め用ねじ
　(23a)先端
　(24)取付用ねじ
　(25)係合突起
　(26)(27)止めねじ
　(28)配線ダクト
　(29)配線受け

【図１】 【図２】



(8) JP 4763426 B2 2011.8.31

【図３】 【図４】

【図５】
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